
用　語 意　味 備　考 各班 結果 表現の仕方 本委員会結果 検討経緯

北海道 ◎
両手の甲を胸のところでつける＋「中」＋
「毒」

東北 ● 食べる／毒

関東 ● 食べる / 中毒　  ＊備考の通り

北信越 ● 食べる ＋ 中毒

東海 ◎
「食べる」＋「中」＋「毒（「め」をあごに
当てる）」

近畿 ● 「食べる」＋「毒」

中国 ● 食 ＋ 中 ＋ 毒

四国 ● /食べる/中毒/　　でよい

九州 学IIでよい

北海道 ◎ 右手人差し指中指を首の後ろにつける

東北 ● クビ／証

関東 保
悪い / 右手拳の小指側を左手上腕に付ける
（印を押す）

北信越 ◎ 左手グー(相手の顔) ＋ 右手で押印

東海 ◎ 指文字のらを頭に押す

近畿 ● 「ダメ」＋「貼る」

中国 ● おでこに×を当てる

四国 ア
頬に×（恥）の意味　＋　額に烙印を押され
る様子

九州 ●
ダメ ＋ 印鑑を押す表現（文脈で押す方向を
変える)

北海道 ◎
「閉める」＋ 右手人差し指を左手人差し指
にあてる

東北 ◎ シャッターが閉じる様子

関東 保
開いた両手を向い合せ、指を同時に「コ」の
字にして指先を向い合せる

北信越 △ 閉じる

東海 ◎
閉じこもる表現　※辞典にあればラベル追加
に変更

近畿 ◎ 閉める様子

中国 △ 閉める

四国 ● /（顔の前で）閉める/的/

九州 ● 閉じる ＋ 的

北海道 ◎ 「体」＋ 右手で円を描くようにまわす

東北 ◎ 自分を指さしながら、右手で「原」

関東 ● 自分 / 色々・様々 / きれい

北信越 ア 「環境」の手話の左手を人差し指に変える

東海 ● 「自分 学I-96」＋「周り・周囲」

近畿 ◎ 体全体を手でまわして表す。

中国 ● 自分 ＋ ある、ある、ある

四国 ア /体/の表現を　顔を含めて行う

九州 ● 自分 ＋ まわり

北海道 ● 「電気」＋「製品」

東北 ● 電気／品

関東 ● 電気 / 変わる / 作る

北信越 ● 電気 ＋ 品

東海 ●
「電気 学I-295」＋「作品 学I-26 ※ラベル
追加？」

近畿 ● 「電気」＋「品物」

中国 ● 電 ＋ 品

四国 ● /電気/化/品/

九州 ● 電化 ＋ 品

北海道 ◎
左手人差し指 ＋ 右手掌手前に前に出し ＋
「表す」

東北 ◎ 開ける／示す

関東 ● 掌下向きから「開く」/ 示す

北信越 ● 開く ＋ 示す

東海 △ 「開場　学I-410」にラベル追加

近畿 ● 「オープン」＋「示す」

中国 △ 公開

四国 ● /公開/申し込む/

九州 保 表す

北海道 △ 「対立」

東北 ◎ 勝負／競争

関東 保 親指を離して向い合せ、力強く同時に上げる

北信越 △ 試合

東海 △ 「ライバル　学I-63」にラベル追加

近畿 ア 「試合」のアレンジ

中国 △ ①と③　競争

四国 ● 両掌を向かい合わせる（対の意味）＋/試合/

九州 ア
両手の「タ」を向かい合わせ交互に動かし少
し上へ

47 対抗
タイコウ

① 互いに勝利を争うこと。互
いに張り合うこと。
（例：「他店に対抗して安く売
る」「対抗策を練る」
「都市対抗野球」など）
② 私法上、当事者間で効力
の生じた法的関係を第三者に
主張すること。
③ 競馬・競輪などで、本命と
優勝を争うと予想される馬や
選手。　（goo国語辞書）

ア
アレンジ

⇒＜競走・セリ＞を小さく上げる
（＜競走・セリ＞のアレンジ）

※東海班・九州班の案を採用

46 開示
カイジ

（請求
セイキュウ

）

情報を公開することを意味す
る。
開示は、情報の存在を明らか
にし、その情報にアクセスする
機会を提供することに重点を
置いている。
例えば、「企業は財務情報を
開示する義務がある」と言え
ば、企業は財務に関する情報
を一般に公開しなければなら
ないことを示している。
（ManaＷin）

テレビの関連
ニュースでよく
使われていま
す

●
組み合わせ

＜公開＞または＜開場＞だけでもいいか？と
いう意見もあったが＜示すＢ＞をつけた方が良
いということに

⇒＜開場＞＋＜示すＢ・表示＞（＜表現＞を
小さく）
※近畿班の案を採用、北信越班の案を参考

45 電化製品
デンカセイヒン

電気の力で動く機械全体を指
す言葉。
電化された機械なので、昔ま
で手動で使っていた機械が電
化された、洗濯機、冷蔵庫、
電気ポットなどが挙げられる。
【参考】家電製品…家庭内で
使う目的で作られた製品のこ
と。冷蔵庫、ドライヤー、エアコ
ンなど大中小問わず幅広い種
類のものが考えられる。
（住むを楽しむスムタノ）

単純に、電化
＋製品（作る＋
品）でよろしい
でしょうか

＜品＞
保存手話

＜電化製品＞
●

組み合わせ

＜電化＞＜製品＞それぞれ標準手話はある
が、手話が４つになるのでシンプルな方がよい。
手話を２つにした。
「品（ひん・しな）」の単独ラベルがない。

＜品＞
⇒＜製品＞の２動作目

＜電化製品＞
⇒＜電気＞＋＜品＞
※北信越班・中国班の案を採用

44 身
ミ

の回
マワ

り

直訳すると自分の体の周囲を
指すが、具体的には自分が日
常生活を送る上で直接関わりを
持つ物事全般を指す。
特に、自分の直接の生活空間
や私物、日常生活における行
動・習慣なども含まれる。たとえ
ば、「身の回りの物を整理する」
「身の回りの環境を改善する」な
どといった使い方が一般的。
（ビジネス用語ナビ）

●
組み合わせ

９班の中には、＜体・身体＞を使う班がある。自
分の直接の生活空間や私物、日常生活におけ
る行動・習慣なども含まれ、日常生活を送る上
で直接関わりを持つ物事全般を指すもで、たと
えば、「身の回りの物を整理する」などの場合、
＜辺りＢ＞の表現が合うということに。

⇒＜自分自身＞＋＜辺りＢ・ゾーン・○○界隈
＞（＜みんな＞を小さく）

※北海道班・九州班の案を採用

43 閉鎖的
ヘイサテキ

自分自身、または仲間内の殻
に閉じこもって外部のものを受
け入れようとしないさま。
（例：「閉鎖的な性格」「閉鎖的
なな社会」など）
⇔開放的。　　（デジタル大辞
泉ほか）

●
組み合わせ

＜～的＞を付けるかどうか9班の表現が分かれ
ていた。長野委員に説明してもらった。
結果、今回は付けることに。

⇒＜閉場（2020年6月確定）＞（ロックダウンの
②）＋＜合う・相当Ｂ・ふさわしい・～的・適当・
ぴったり・似合う・折り合いがつく・板につく・
もってこい・的確・妥当＞

※北海道版・四国班の案を採用

42
烙印を押さ
ラクイン

れる

ぬぐい去ることのできない汚名
を受ける。また、周囲からそう
いうものとして決めつけられ
る。
（例：「裏切り者の烙印を押さ
れる」など）
（デジタル大辞泉）
【語源・由来】…｢烙印｣は昔、
刑罰として罪人の額などに押
した焼き印。

◎
新規

押す表現がさまざま出された。「印」の表現を使
いたいという意見もあったが、中国班の「✕」を
作り額にあてる表現がいい）。

⇒左手人差指に右手人差指をあてて「✕」を作
る＋続けて額にあてる

※中国班の案を採用

【２０２５年９月本委員会残りの検討経緯】…３１語

新規…◎　合成…○　組み合わせ…●　アレンジ…ア　保存手話…保　ラベルの追加…△　検討不可…☓

41 食中毒
ショクチュウドク

食中毒を起こすもととなる細菌
（さいきん）やウイルス、有毒な
物質がついた食べ物を食べる
ことによって、げりや腹痛、発
熱、はきけなどの症状（しょう
じょう）が出る病気のこと。
食中毒の原因によって、病気
の症状や食べてから病気にな
るまでの時間はさまざま。時に
は命にもかかわるとてもこわい
病気。　（農林水産省ＨＰ）

〈食べる〉＋〈中
毒〉（学Ⅱ-

122）でよろしい
でしょうか

＜中毒B・C＞
●

組み合わせ

＜食中毒
　　　Ａ・Ｂ・Ⅽ＞

●
組み合わせ

標準手話の＜食べる＞は左手掌から右手２指で
１回表す。
また、2020年度に＜毒Ｂ・Ｃ＞を確定しているの
で、それぞれに合わせて追加確定する。
＜中毒Ｂ＞
⇒＜中（ちゅう）＞＋＜毒Ｂ＞（２回下ろす）
＜中毒Ｃ＞
⇒＜中（ちゅう）＞＋＜毒Ｃ＞（口元にあて前に
出す）
＜食中毒Ａ＞
⇒＜食べる＞＋＜中（ちゅう）＞＋＜毒＞（小さ
くねじりながらたれる）
※四国班の案を採用
＜食中毒Ｂ＞
⇒＜食べる＞＋＜中（ちゅう）＞＋＜毒Ｂ＞
＜食中毒Ｃ＞
⇒＜食べる＞＋＜中（ちゅう）＞＋＜毒Ｃ＞
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北海道 △ 「残念」

東北 ● 残念

関東 △ 「残念」

北信越 △ 残念

東海 保 「遺憾　学I-41」掲載あり

近畿 ア 「残念」のアレンジ

中国 ● 心 ＋ 残念

四国 保 /残念/思う

九州 保 残念（２回）

北海道 ◎
右手「本当」＋ 左手２指つまみ腹から上に
引き上げる

東北 ● 真面目

関東 ● 本当 / 真面目

北信越 ● 真面目 ＋ 会う

東海 △ 「真面目・真剣　学I-223」にラベル追加

近畿 ア 「真面目」をゆっくりと表現

中国 ● 真面目 ＋ きちんと

四国 ● /正しい/一生懸命/

九州 保 同じ（一回）

北海道 ◎
右手鼻先から左下に振り下ろす ＋ 帽子を脱
ぐ動作

東北 ● 罪／謝る

関東 ● 迷惑 / あやまる

北信越 △ 謝る

東海 保 「謝罪する　学I-72」のままでよい

近畿 ア 「謝る」をゆっくりと表現

中国 △ おわび

四国 △ /謝る/　同様でよい

九州 保 親指の第一関節をまげる（片手）

北海道 ◎
両手「車」→ 右手「車」前に動かし回って
手前に動かす

東北 ◎ 左手「車」に右手「車」を向かい合わせる

関東 ○
逆 / 顔の横を通って後ろを指さす（車が通
り過ぎる）

北信越 ● 反対 ＋ 走行

東海 ◎
（①の車の逆走に絞って）
他車が真正面から自車に向かってくる表現

近畿 ◎
人差し指を向こうに向け、急に自分に向って
くる（びっくりした顔）

中国 ●
①車 ＋ 車逆走　②船 ＋ 後進む　③一本
＋ 一本すれ違い

四国 △ /逆/の表現　何が逆走かを具体的に表現する

九州 保 対向車が走行車両の前に入って様子

北海道 △ ➀失敗Ｂ　　　②「手落ち」

東北 ◎ 手落ち

関東 ◎
胸前で小指下で立てた左手甲に、右人差指を
付けながら勢いよく下ろす

北信越 ● おかしい ＋ 表示

東海 △
「あやまち・間違い　学I-220」にラベル追
加

近畿 ◎ 「フリーズ」みたいな表現

中国 △ ミス

四国 ア
/間違い/　＋　エラーの表示が出てくる様子
を表現

九州 保 チカチカ

北海道 ◎
「認める」＋　左手「人」に右手の平上にし
て指先つける

東北 ● 良い／奨める

関東 ● 良い / 勧める

北信越 △ 奨める

東海 ア
「勧める 学I-358」の表現を少しアレンジし
て促すような表現

近畿 ア 「勧める」を柔らかい表現

中国 △ 勧め

四国 △ /勧める/

九州 保 推める

北海道 ◎
右手親指と人差し指を出し、親指は右胸につ
ける

東北 ● 自分／誇り

関東 保
軽く曲げた右手指先を鼻に向け、少し前に出
す

北信越 ● 自分 ＋ 自慢

東海 △ 「誇り・プライド　学I-426」にラベル追加

近畿 ● 「自分」＋「自信」

中国 ● 自信 ＋ 持つ

四国 △ /自信/

九州 ● 自信 ＋ もつ

北海道 ◎
「突然」＋ 右手人差し指を左手人差し指に
あてる

東北 保 お金（頭にあて）／はね上げる

関東 ○ 「突然」＋「起こる」

北信越 △ 突然

東海 保 「突発　学I-106」掲載あり

近畿 ア 「とつぜん」

中国 △ 突然

四国 ● /突然/的/

九州 ● 思う ＋ 突然

55 突発的
トッパツテキ 事件などが突然起こるさま。

（例：「突発的な事故」など）
（デジタル大辞泉）

△
ラベルの追加

この場合は＜合う・～的＞はつけない。

⇒＜突然・出し抜け・緊急Ａ・抜き打ち・電撃＞
と同じ

※北信越班・東海班・近畿班・中国班の案を参
考

54 自負
ジフ

自分の才能などに自信と誇り
を持つこと。自分には才能や
知識、能力、功績などに優れ
た部分があると感じて、自分か
らそう話してしまえるときに使
う。
（例：「プロであると自負してい
る」など）
（小学館　デジタル大辞泉）

△
ラベルの追加

⇒＜自信＞と同じ（心A＋信じる）

※四国班の案を参考

53 推奨
スイショウ

「人物や物事などの優れている部
分をあげて人にすすめること」を
意味する言葉。「推」には「おしす
すめる」という意味があり、「奨」に
も「いいと認めてすすめる」という
意味がある
なお推奨は「他人にやんわりとす
すめる」という意味あいで、強制
力はともなわない。
（例：健康のためにも、朝早く起き
て活動することを推奨します」な
ど）　（マイナビニュース）
【参考】…「高齢ドライバーの免許
返納を推奨する」

△
ラベルの追加

標準手話の＜勧める＞は、親指を立てた左手
の下を右手でたたきながら前方に３回表すが、
２回でいい

⇒＜勧める＞を２回前に出す

※九州班の案を採用

52 エラー

英語の「error」をカタカナ表記
した言葉で、誤り、間違い、過
失、誤差などの意味を持つ言
葉。
IT分野では、特にコンピュータ
プログラムの実行中に発生す
る不具合やバグを指すことが
多い。
（AＩ概要）

野球の＜エ
ラー＞は標準
手話があります

△
ラベルの追加

⇒＜あやまち＞と同じ（２指を目元でひっくり返
す）

※東海班の案を採用

51 逆走
ギャクソウ

① 逆の方向に走ること。特
に、高速道路などの一方通行
の道で、本来とは逆方向に車
を走らせること。
② ヨットなどが風上に向かっ
て進むこと。「逆走性能」→縦
帆
③ 事態が、順当な動き、予想
または期待された動きと反対
の方向に動くこと。
（例：「改革に逆走の兆候がう
かがえる」
【類語】…逆流・逆行・あと戻
り・あとずさり・逆戻り・後進・後
退・退歩・退行・遡行　（コトバ
ンク）

◎
新規

今回は、高速道路などの一方通行の道で、本
来とは逆方向に車を走らせる意味の表現を検
討。

⇒両手＜自動車＞を並べ、右手を前に出し手
前に逆走させる

※北海道班の案を採用

50 謝罪
シャザイ 罪やあやまちを詫びること。

（例：「被害者に謝罪する」な
ど）　（広辞苑）

学Ⅰ－73には
ありますが標準
手話のラベル
ありません

ア
アレンジ

＜謝る＞（両手）にするか？（普通の表情）
頭を下げると同時に親指を曲げる？
で意見が分かれた。

⇒頭を下げると同時に右手親指を曲げる
（＜謝る＞（両手）のアレンジ）

※近畿班・中国班の案を採用

49 真摯
シンシ

物事に対してまじめでひたむ
きなさまを指す。この言葉は、
相手に対する敬意や責任感
を持って行動することを表現
する際に使われる。ビジネス
においては、顧客や同僚に対
して誠実な対応をすることが
求められます。　（例：「真摯な
姿勢」「真摯な対応」など）
（サンキュ！）

●
組み合わせ

⇒＜正直＞＋＜一生懸命＞（１回前に出す）

※東海班・四国班の案を採用

48 遺憾
イカン

｢物事が思い通りに運ばず、残念
である｣｢思い通りに進まなかった
ことに心残りがある｣という意味。
意味を強調する｢誠に｣をつけるこ
とで、｢思い通りに進まなかったこ
とが本当に残念だ｣ということを表
す。
何か想定と違うことがあった場合
に、問題となる行動を起こした人
や起きた事実に対して、客観的
な立場で感想を述べるときに使
われる。（マイナビニュース）

△
ラベルの追加

強い気持ちなので２回にしては？という意見も
あったが、１回でよいということに

⇒＜残念＞と同じ（１回）
※東北班・関東班・北信越班・東海班の案を採
用
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北海道 ア 「避難場所」左手場所に「人」が入る

東北 ● 避難／地下／場

関東 ● 逃げる / 守る / 場所

北信越 △ 避難所

東海 ● 「逃げる」＋「場所」（避難所と同じ）

近畿 ア シェルターを見立てた片手に人が入る表現

中国 ● 避難 ＋ 場所

四国 △ /避難所/

九州 ア 非利き手をシ ＋ 守る

北海道 ◎
左手甲に右手甲を下げ、再度右手甲を下に下
げる

東北 ◎
左手甲を上にし、左手小指に右手をつけてから
下に下す

関東 ◎
両手で段差を作る / 高い段の上を通り「階
段」を表す

北信越 保 両手のひらを下に向け並べ、片手だけ下げる

東海 ◎ 目の前の床が下がる表現

近畿 ◎ 両手で段差を表す

中国 △ 差

四国 保 段差があるように表現する

九州 ア 非利き手を下に下げ、そのまま右にスライド

北海道 ● 「１日」＋「ケア」

東北 ● 左手で指文字「ケ」／通う（繰り返し）

関東 ● 一日 / 回復 / 助ける

北信越 ● 一日 ＋ リハビリ

東海 ● 「一日 学I-97」＋「助ける 学I-359」

近畿 ● 「デイ」＋「ケア」

中国 ● 一日 ＋ お世話

四国 ● /デイ/ケア/

九州 ● １日 ＋ リハビリ

北海道 ◎
➀胃＋右手握り左手人差し指をつける
②胃＋右手握り左手人差し指口から胃へ

東北 ● 左手で指文字「イ」／点滴

関東 ● 胃 / 両手でチューブの形 / 栄養

北信越 左手グーを軽く握り右手人差し指を指す

東海 ◎ 「胃」＋外から栄養を入れる様子

近畿 ◎ おなかに胃ろうを入れる様子

中国 ● 点滴の形 ＋ 胃に指をさす

四国 ● /胃/　（胃のところに）栄養/

九州 ● 胃 ＋ 管からおりてくる様子

北海道 ● 「ケア」＋「プラン」

東北 ● 左手で指文字「ケ」／計画

関東 ● 助ける / 計画

北信越 ● 左手指文字「け」＋ 右手「計画」

東海 ● 「助ける 学I-359」＋「計画 学I-149」

近畿 ● 「ケアマネージャー」＋「計画」

中国 ● お世話 ＋ プラン

四国 ● /ケア/計画/

九州 ● 介護 ＋ 計画

北海道 ◎ 「心配」＋ 手前に両手甲を左右に動かす

東北 ● ショック／セーフ

関東 ◎
掌下、指先右向きの左手の下、右手で「起こ
る」

北信越 ◎ 青ざめる ＋ (小さく)セーフ

東海 ◎ 「冷や汗」のような表現

近畿 ◎ 冷や汗をかく様子（漫画的に）

中国 ● びっくり ＋ 焦る

四国 ア ２００９年確定表現でよい

九州 ● 危険 ＋ 注意

北海道 ◎
右手人差し指と中指を右頭横で手の甲を前後
ろに動かす

東北

関東
Ａ◎
Ｂ◎

Ａ.親指で押す　 Ｂ.頭の脇で２指を手首か
らひねる

北信越 保 スイッチを入れるしぐさ(状況に応じて変化)

東海
◎
◎
保

電気系…スイッチを奥・手前に引く
電車系…線路のレバーを奥・手前に引く
考え等…「（数字の２の形で）変える」

近畿 ◎ ①押す様子　　②二本指で入れ替わる様子

中国 △ 変える

四国 ア
スイッチを操作する様子　　③は額で表現
する

九州 ● 人差し指で押す

北海道 ◎
➀「歌」＋右手２指で書く動作   ②「俳
句」

東北

関東 ● 歌 / 残した左手の下で横に「書く」

北信越 ◎ 歌 ＋ 画面の下に字幕が出る様子

東海 ● 「歌う 学I-246」＋「詩 学Ⅱ-125」

近畿 ● 「歌」＋「ことば」

中国 ● 言葉 ＋ 書く

四国 ● /歌/書く/

九州 ● 歌 ＋ 文

63 歌詞
カシ

① 歌曲や歌謡曲・歌劇など
の、節をつけて歌う言葉。歌の
文句。
② 和歌に用いる言葉。うたこ
とば。歌語。
（デジタル大辞泉）

●
組み合わせ

標準手話では＜歌＞＜歌う＞＜合唱＞を分け
ている。今回は＜歌＞を使う。
「詞」の表現は、縦や横に書く表現が見られた
が「『歌』という漢字を書く」と区別するために＜
文章＞を使うことにした。

⇒＜歌＞＋＜文章＞

※班の案の採用なし

62 スイッチ

① 電気回路の開閉を行う装
置。開閉器。点滅器。
（例：「スイッチを入れる」「ス
イッチを切る」など）
② 鉄道の転轍てんてつ器。
ポイント。
③ 考え・方法などを切り替え
ること。
（例：「左のピンチヒッターにス
イッチする」など）
④ 「ネットワークスイッチ」の
略。　（コトバンク）

＜電源スイッチ
（コピー機用
語）＞はありま
すが単独ラベ
ルは作ってい
ません。

確定しない

概念的に「スイッチ」と言うときの表現を決めて
は、との意見もあったが、実際にはさまざまな形
のスイッチがあり、状況に応じて表現が変わるた
め、確定しないことにした。

61 ヒヤリハット

危ないことが起こったが、幸い
災害には至らなかった事象の
こと。（厚生労働省）

重大な災害や事故には至らな
いものの、直結してもおかしく
ない一歩手前の事例の認知
をいう。文字通り、「突発的な
事象やミスにヒヤリとしたり、
ハッとしたりするもの」である。
（Wikipedia）

2009年度「薬」
で確定（未発
表）。
（右「え」を右側
の額辺りから下
にさげる（ガー
ンのようなイ
メージ）） ●

組み合わせ

2009年度に＜ヒヤリハット＞を確定したが、発表
していない。セーフの表現が大事なので、変更
することにした。

⇒＜ヒヤリハット（2009年度「薬」で確定するも
未発表）＞＋＜セーフ・無難＞

※北信越班の案を採用

60

ケアプラン

（介護
カイゴ

サービ

ス計画
ケイカク

）

一人ひとりの利用者がどのような
介護サービスを受ければ自立し
た生活が送れるようになるかを考
えて、介護サービスを組み合わ
せた計画書のこと。
介護保険サービスを受ける場
合、要介護者、要支援者のどちら
にもケアプランは必須。
要介護者の場合は「ケアプラ
ン」、要支援者の場合は「介護予
防ケアプラン」と呼ぶ。　（LIFULL
介護）

●
組み合わせ

９班の案では、意味を捉えた表現が多いが、今
ある標準手話を組み合わせることに。
標準手話の＜プラン＞は＜設計・計画B＞と同
じ動作。

⇒＜ケア＞＋＜設計・計画Ｂ・プラン＞（右手
人差指で２回）

※２動作目は関東班・九州班の表現を採用

59 胃
イ

ろう

口から食べ物を食べられなく
なった人、意思疎通が難しく
なった寝たきりの人などに対
する栄養補給方法の一つ。
手術によって腹部に小さな穴
を開け、そこに胃ろうカテーテ
ルと呼ばれるチューブを通し
て栄養剤を注入する。　（みん
なの介護）

＜胃Ｂ＞
○

合成

＜胃ろう＞
○●

合成との
組み合わせ

「胃」を、胃がある部位で指文字で表現している
のは分かりやすい。＜胃B＞を作ることに。

＜胃Ｂ＞
⇒指文字＜イ＞をみぞおちにつける
（＜胃＞と指文字＜イ＞の合成）

＜胃ろう＞
⇒左手＜胃Ｂ＞＋残した左手に向けて右手人
差指を右斜め上から下ろす

※九州班の案を参考

58

デイケア（通

所リハビリ

テーション）

要介護認定を受けた高齢者
が、病院や介護施設などに通
いながら、専門的なリハビリや
医療的ケアを受けられるサー
ビス。
利用者の心身機能を維持・回
復させ、日常生活の自立を支
援することを目的とする。
（みんなの介護）

●
組み合わせ

標準手話＜ケア＞を正しく表すよう、角度などを
確認した。＜ケ＞の手を立てるのではなく少し
寝かせる表現。寝かせすぎると＜みんな＞に見
えてしまうので、立てるのは許容範囲との意見
も。
＜ケ＞を垂直に回す班もあるが、少し斜めにし
て水平に回す。
意味を表す班もあるが、今ある標準手話を組み
合わせることに。

⇒＜一日Ｂ＞＋＜ケア＞

※北信越班・四国班の案を参考

57 段差
ダンサ

至る所に見られる高低差のあ
る場所のことを指す。
例えば、階段・縁石・敷居・道
路などどこにでもある。
「段差」はバリアフリーの対象
になるものもあり、高齢者が足
を取られて転倒する危険があ
る。（違い.site）

ア
アレンジ

「階段」「差別」と間違わないよう、区別できる表
現を考案した。

⇒掌を下に指先を前に向けた両手を並べ、右
手を下げて右に動かす
（＜階段＞のアレンジ）

※九州班の案を採用

56
シェルター・

避難場所
ヒナンバショ

Ｂ

外からの危険や危害から身を
守るための施設や場所のこ
と。
広義には、自然災害、暴力、
貧困など、様々な状況から避
難するための場所を指す。具
体的には、核シェルター、耐
震シェルター、DVシェル
ター、難民収容所、避難小屋
などがシェルターとして挙げら
れる。　（AＩ概要）

イラン/イスラエ
ル戦争ニュー
スより。　＜指
定暑熱避難施
設（クーリング
シェルター）＞
で使った 〈避
難〉＋〈場所〉
でよろしいで
しょうか

＜避難Ｂ・Ｃ＞
ア

アレンジ

＜シェルター・
避難場所Ｂ＞

●
組み合わせ

＜避難＞の手話は、逃げる動作（A）、同時に左
斜めに上げる動作（Ｂ）、非常口のマークの表現
（Ｃ）などあるが、今回は（Ｂ）を採用することに。
＜避難Ｂ＞
⇒＜津波避難ビル＞の２動作目（同時）
＜避難Ｃ＞
⇒＜緊急避難＞の２動作目（上下）
＜シェルター・避難場所Ｂ＞
⇒＜避難Ｂ＞（同時）＋＜場所＞

※北信越班・東海班・中国班・四国班の案を採
用
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北海道 ● 「助ける」＋「助けられる」

東北

関東 ◎ 「助ける」を繰返した後「助かる」

北信越 ● 「支援」＋「支援」＋「利益」

東海 ● 「助ける 学I-359」＋「不要 学I-489」

近畿 ◎ 人を助けると、うちに返ってくる様子

中国 ● 助ける ＋ あと ＋ 助けられる

四国 保
/助ける（２回）/　助けられる（大きく1
回）/来る

九州 ● 助ける（2回）＋ ひと呼吸 ＋ 助けられる

北海道 ×  (九州班（沖縄）でお願いします。)

東北

関東 ◎
犬 / 左手開き口開ける（あ）、右手握り口
閉じる（うん）

北信越 ア ライオン ＋ 犬

東海 ◎
「犬 学I-483」＋ 右手　口を開けているイメージ
左手　　口を閉じているイメージ

近畿 ◎
「犬」＋ 左手（口を開ける）右手（口を閉
じる）

中国 ● あ ＋ ん ＋ 犬

四国 ● /祈る/犬/

九州 ア 防ぐ ＋ 動物

北海道 ● 「結婚」＋「遅い」

東北

関東 ● そろそろ（両手で）/ 結婚

北信越 ● 遅い ＋ 結婚

東海 ● 「遅い 学I-381」＋「結婚 学I-172」

近畿 ✕ （作る必要なし）

中国 ● 指輪をつける ＋ 遅い

四国 ● /結婚/遅い

九州 ● ゆっくり ＋ 結婚

北海道 ×
両手前に丸め上を人差し指で差し、右手親指小
指を上下に動かす
     (医療班でお願い致します。)

東北

関東 ◎
脳 / 掌をやや窪ませた左手の下に「タツノ
オトシゴ」

北信越 ◎
脳を指さし ＋ 左手の大脳の下に右手でタツ
ノオトシゴ

東海 ●ア
「脳 学I-73」＋「タツノオトシゴの泳ぐさ
ま 学Ⅱ-202」

近畿 〇
「頭」を指さして「か」「い」「ば」と指文
字で表現

中国 ● 脳 ＋ タツノオトシゴ

四国 ● /脳/　「カイバ」/

九州 ●
非利き手「脳」形 ＋ 頭 ＋ 中 ＋ タツノオ
トシゴ

北海道 ◎
「窓」＋ 右手親指小指を口元から左移動 ＋
両手つぼめて上から下に下げる

東北

関東 ◎ 「濡れる」を指先外向きで上から下へ

北信越 ● 水 ＋ ペタペタ

東海 ◎
上の方で「ベタベタ」＋ 結露がついている
様子

近畿 ア 「ガラス」＋ 水滴がしたたり落ちる様子

中国 ● 壁 ＋ 水浸し

四国 ア /水/　＋　水滴がついて流れ落ちる様子

九州 ● 〇〇 ＋ ぬれる（下に3回）

68 結露
ケツロ

室内の空気中に含まれる水蒸
気が、外気との温度差のある
窓などで冷やされることで水
滴に変わる現象。窓などに発
生する以外に、冷たい飲み物
を注いだグラスの表面などに
も、発生する。
（日本ハウスHⅮ）

ア
アレンジ

ベランダなどのガラス戸に生じる結露をイメージ
した表現とした。

⇒指先を前に向けた両手の親指と４指を開閉
しながら下していく
（＜湿り＞のアレンジ）

※関東班の案を採用

67 海馬
カイバ

　「馬の脳」と呼ばれる「大脳
辺縁系」には、タツノオトシゴ
のような形の「海馬(かいば)」と
いう部分がある。
日常的な出来事や、勉強して
覚えた情報は、海馬の中で一
度ファイルされて整理整頓さ
れ、その後、大脳皮質にため
られていくといわれている。
つまり私たちの脳の中で、「新
しい記憶」は海馬に、「古い記
憶」は大脳皮質にファイルされ
ている。　（日本学術会議「お
もしろ情報館」）

保留

タツノオトシゴのイメージは一般にはないと考え
られる。専門家の意見を聞いた方がよいので保
留となった。

保留

66 晩婚
バンコン

通常（世間一般）の結婚年齢
よりも遅く結婚することをいう。
明確な定義は特になく、世間
的には、平均初婚年齢と比べ
て、かなり遅い場合をイメージ
することが多く、男性は40代以
降、女性は30代後半以降の
結婚を指す場合が多いよう。
（生活用語辞典x-Ⅿenori）

＜結婚Ｃ＞
国際手話からの

引用

＜晩婚＞
●

組み合わせ

男女の＜結婚A＞を使った案が多かったが、指
輪をはめる＜結婚C＞を確定し、それと組み合
わせることとした。
語順について、結婚＋おそい、おそい＋結婚
に分かれているが、検討した結果
＜結婚C＞が先の方が続けて＜おそい＞を表
しやすいということになった。

＜結婚Ｃ＞
⇒左手薬指に指輪をはめる動作
＜晩婚＞
⇒＜結婚Ｃ＞＋左手残して、＜おそい＞
※中国班の案を参考

65 狛犬
コマイヌ

神社やお寺で見かける、一対
で置かれている獅子や犬に似
た獣の像のこと。魔除けの力
があるとされ、神社の境内で
参拝者を守る役割を担ってい
る。
一般的に、向かって右側が口
を開けた「阿形（あぎょう）」、左
側が口を閉じた「吽形（うん
ぎょう）」で、この二つを合わせ
て「阿吽（あうん）」と呼び、宇
宙の始まりと終わりを表すとさ
れる。　（AＩ概要）

◎
新規

標準手話の＜犬＞は、両手親指をこめかみに
つけ、伸ばした４指を折る動作。
２動作目（阿吽の手形）の基本形を向き合わせ
ることとし、前に向ける表現、また、左右逆でも
状況に合わせて表すことで可とすることに。
３つの動作を連続して表す。

⇒＜犬＞に続けて右手親指と４指を開きいて
置き（阿）、続けて５指を閉じた左手を置く（吽）

※関東班・近畿班の案を参考

64
情
ナサ

けは人
ヒト

の

為
タメ

ならず

人に親切にすれば、その相手
のためになるだけでなく、やが
てはよい報いとなって自分に
もどってくる、ということ。
誤って、親切にするのはその
人のためにならないの意に用
いることがある。
（小学館 Domani）

●
組み合わせ

「助けたら、自分に返ってくるものだ」ということわ
ざで、必ず返ってくるわけではない。ここをどう
表現するか。
四国班の案のように最後に＜来る＞を入れる
か、など話し合ったが、間にうなずきを入れるこ
とにした。

⇒＜助ける(手伝う)・ヘルプ・助長・協力する・
力添えする・寄与・扶助・補助＞を表し、一瞬
間を置く（うなずき）＋＜報われる・助けられる
＞

※九州班の案を採用
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